
 

 

  

9 月 7-13 日 

エレミヤ 32-33章  

1番の歌と祈り | 開会の言葉（1分） 伊藤 勇一｜長谷川 貴史 

神の言葉の宝 

1. エホバがどんな方かをじっくり考えると信仰が強まる（10分） 星 延宏 

エホバの力を知ると，エホバが私たちを助けることができると分かる。（エレ 32:17。塔般 19.1 6

ページ 1節-7ページ 1節） 

エホバの揺るぎない愛について考えると，エホバが私たちを助けたいと願っていることが分かる

。（エレ 32:18。塔研 21.11 7ページ 18節） 

エホバの公正さについて知ると，エホバが不公正を見ていて，必ず正してくださると分かる。（

エレ 32:19。塔研 25.10 21ページ 15節） 

  

家族の崇拝でやってみよう 「アナトテにある畑を買ってください」の動画を見て話し合う。アナ

トテにある畑を買うことで，エレミヤの信仰はどのように強まったか。エレミヤが経験したこの

出来事から，私たちの信仰はどのように強まるか。（エレ 32:6-8） 

2. 宝石を探し出す（10分） 阿部 直生 

エレ 33:23，24エホバが再びエレミヤに語り掛けてこう言った。 24 「この人々が『エホバは自分

で選んだ 2つの家系を退ける』と言っていることに，あなたは気付いていないのか。彼らは私の

民を侮っており，もはや国民とは見なしていない。 

この聖句の「2つの家系」とは何のことか。（塔 07 3/15 11 ﾍﾟｰｼﾞ 4節）ここに出てくる「二つの

家族」とは何のことですか。一つはダビデの王統の家系であり，もう一つはアロンの子孫から成

る祭司の家系です。エルサレムとエホバの神殿が破壊されたため，表面的にはエホバがそれら二

つの家族を退け，もはや地を支配する王国を持つことも崇拝を再興させることもないかに見えま

した。                                                                                      

今週の範囲からどんな宝石を見つけたか。 

(32:40)エホバから離れることのない永遠に亘る強い絆を持つために結局のところ心の中にエホバ
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への畏れを培う大切さを教えてくれる。この理解は(32:19)も関連して考えると、エホバからの助

言や私たちへの幸福な目的とも関係があり、良い習慣により努力を続けたいと思う。 

3. 聖書朗読（4分）エレ 32:6-18（教励 第 2課） 大谷 正 

伝道を楽しもう 

4. 会話を始める 福永 和子 愛込 4-3 平山 優子 

（3分）家から家の伝道。聖書レッスンを勧める。（愛込 レッスン 4 ポイント 3） 

5. 会話を始める 布川 志津 愛込 4-4 田島 智子 

（4分）日常生活の会話。聖書レッスンを勧める。（愛込 レッスン 4 ポイント 4） 

6. 再び話し合う 田中 弘子 愛込 8-3 田中 麻美子 

（5分）家から家の伝道。聖書レッスンを勧める。（愛込 レッスン 8 ポイント 3） 

クリスチャンとして生活する 
128番の歌 

7. キャンペーンで空振りしないために（15分）討議。 有田 悟 

今月，誰かと聖書レッスンを始めたいですか。幾つかのことをちょっ

と意識するだけで，聖書レッスンを始められる可能性が上がります。

（コリ一 9:26それで私は，どこに向かっているか分からないような走

り方をしてはいません。空振りになるようなこぶしの振るい方もして

はいません。）2024年の聖書レッスンを勧めるキャンペーンの時に出

た「統治体からの話」の内容を復習してみましょう。  

「2024 統治体からの話（6）」（抜粋）の動画を再生する。次の質問をする。 

• 動画で紹介されたエピソードからどんなことを学びましたか。 

• キャンペーン期間中，家から家の伝道に参加する計画を立てるとよいのはなぜですか 

• 時には，最初から聖書レッスンをストレートに勧めるとよいのはなぜですか。 

• どうすれば伝道の時間を有効に使うことができますか。⇒効果性を意識してレッスンを取決 

「シンプルな質問がうれしい結果に」という記事のエピソードに触れる。 （塔研 25.02 30-31⇒

「聖書レッスンに興味がありそうな人を誰か知りませんか」）次の質問をする。 

• メリー姉妹のエピソードから何を学べますか。 

聖書レッスンを勧めたいと思う人の名前を書き出してみましょう。 

8. 会衆の聖書研究（30分）勇 7章 吉田 忍｜有川 聖七 

閉会の言葉（3分） | 143番の歌と祈り 滝 秀貞 

^ （エレ 32:1-33:26） ユダのゼデキヤ王の治世の第 10年，すなわちネブカドネザルの治世の第 18

年に，エホバがエレミヤに語り掛けた。 2 その時，バビロンの王の軍がエルサレムを包囲してい

た。預言者エレミヤは，ユダの王の家*にある「監視の庭」に拘束されていた。 3 ユダのゼデキヤ

王が彼を拘束して，こう言ったのである。「どうしてあなたはこのように預言するのですか。『
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